
 

 

2 0 2 5 年 1 月 3 0 日 

株式会社日本政策金融公庫 

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）は、令和６年 10月 1日から令和６年 12月 13日に

かけて、「北陸４県応援企画 食のオンライン商談会」を開催しました。 

本商談会は、令和６年能登半島地震の影響を受けた事業者の販路開拓等の支援を目的と

して実施したものです。商談会では、セラーとして新潟県、富山県、石川県及び福井県に

所在する事業者 85社が参加し、百貨店やスーパーマーケット、商社などの全国的な販路を

有するバイヤー301社と延べ 347件の商談を行いました。 

日本公庫は、令和６年能登半島地震等の影響を受けた事業者の皆さまのニーズに対応す

べく、資金支援のほか、販路拡大支援にも積極的に取り組んでまいります。 

【チラシ】                【商談風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加企業の概要】 

セラー 

新潟県、富山県、石川県及び福井県に所在する事業者 85社 

（新潟県 12社、富山県 19社、石川県 47社、福井県７社） 

製造業：35社、卸売・小売業：31社、農業：11社、 

飲食店・宿泊業：７社、サービス業：１社 

参加者 

の声 

 

《セラー》 

○事務局にバイヤーへの情報共有などの商談準備をサポートしてもらえ

たおかげで、成約に向けた確かな手応えを多く得ることができた。 

○初めての商談で経験になっただけでなく、実際に取引が始められた。 

○これまでは自社のＥＣサイトのみで販売をしていたが、商談を経て２つ

のＥＣサイトでの商品掲載が決まった。 

《バイヤー》 

○北陸の事業者との商談の機会をいただき、大変ありがたかった。 

○人手不足でセラー探しにも困っていたが、このような開催はありがた

く、しかも丁寧に対応をいただき感謝しかない。 
 

「北陸４県応援企画 食のオンライン商談会」の開催結果について 

～令和６年能登半島地震の影響を受けた事業者の販路開拓等を支援～ 

お知らせ 


